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 呉支部会員数  427 名 （2025 年 4 月 23 日現在）   

取材先募集中！ ご希望の方は広報委員か事務局まで。 

令和 7 年度 呉支部方針 《スローガン》     

Human First！新時代へ挑戦～人を生
かす経営の総合実践で、企業づくり・未
来づくり 
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2025年 4月 23日（水） 第 38回呉支部定時総会 特別企画より 
 

誰が為に～事業承継の先に見つけた人生の道標～ 



 

 

 

 (２) 

 

■
開
催
日 

４
月
23
日
（
水
） 

■
会 

場 

呉
阪
急
ホ
テ
ル 

■
出
席
者 

105
名 

 

２
０
２
５
年
４
月
23
日
（
水
）、
呉
阪
急

ホ
テ
ル
に
て
「（
一
社
）
広
島
県
中
小
企
業

家
同
友
会 

呉
支
部 

第
38
回
定
時
総
会

＆
特
別
企
画
」
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
105
名

の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。 

司
会
は
芸
南
地
区
会
の
青
木
企
画
委

員
が
務
め
、
会
の
円
滑
な
進
行
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。 

 第
１
部
：
呉
支
部
定
時
総
会 

 

総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号

議
案
ま
で
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
中
里
支

部
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
支
部
の
今
後

の
方
針
と
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
発
表

が
行
わ
れ
、
支
部
の
さ
ら
な
る
発
展
を
確

認
し
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 第
２
部
：
特
別
企
画 

 

特
別
企
画
で
は
、
富
田
肥
料
㈱ 

代
表

取
締
役
で
あ
り
広
東
地
区
会
・
支
部
理
事

で
も
あ
る
富
田
文
平
氏
に
よ
る
基
調
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
誰
が

た
め
に
〜
事
業
承
継
の
先
に
見
つ
け
た

人
生
の
道
標
〜
」。 

富
田
氏
は
、
入
社
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
経
営
者
と
し
て
の
歩
み
を
振
り
返

り
な
が
ら
、「
親
子
と
し
て
、
経
営
者
と
し

て
何
が
大
切
か
」
「
誰
の
た
め
に
今
が
あ

る
の
か
」
と
い
う
深
い
問
い
に
向
き
合
っ

て
き
た
経
験
を
共
有
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、「
農
は
国
の
礎
」
と
い
う
理
念
か

ら
、「
我
々
が
こ
の
国
の
礎
を
支
え
る
」
理

念
へ
と
意
識
が
変
化
し
た
こ
と
を
語
り
、

参
加
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
気
づ
き
と

な
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
気
づ
き
は
、
多
く
の
参
加

者
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。 

 第
３
部
：
懇
親
会 

 

懇
親
会
で
は
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を 

よ
り
深
め
る
た
め
に
、
各
地
区
の
会
員

席
を
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
。
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
意
見
交
換
や
情
報
共
有
が
行

わ
れ
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し

た
。 乾

杯
の
挨
拶
は
土
居
副
支
部
長
、
中
締

め
は
中
下
副
支
部
長
が
務
め
、
最
後
ま
で

活
気
あ
ふ
れ
る
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
・
特
別
企
画
・
懇
親
会
は
、

企
画
委
員
会
と
支
部
理
事
の
運
営
に
よ

り
滞
り
な
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
学
び
と
交
流
の

機
会
を
提
供
す
る
充
実
し
た
例
会
を
企

画
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
沢
山
の
会
員

の
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

 記 

㈱
サ
カ
イ 
酒
井 

康
之 

（
企
画
委
員
長
・
呉
中
央
） 

 支部総会  

呉
支
部
第
38
回
定
時
総
会
を
開
催
！ 

さ
ら
な
る
発
展
を
確
認
し
合
う
場
に 

  

特別企画の様子 

中里支部長の開会挨拶 



 

 

 

 (３) 

新
年
度
特
別
企
画 

地
区
会
長
＆
委
員
長
に
よ
る
新
年
度
抱
負   

■
呉
南
地
区
会
長 

時
岡 

俊
輔 

氏 

（
㈱
ア
リ
ビ
オ 

代
表
取
締
役
） 

 

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
行
動
が

す
べ
て
～
積
極
的
に
仲
間
＆
同
友
会
と

関
わ
る
～
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
成
功
や
成
果
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
単
に
考
え
る
こ
と
や
計
画
を
立
て

る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
行
動
す
る

こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
考
え
や
ア
イ
デ

ア
が
素
晴
ら
し
く
て
も
、
そ
れ
を
実
行

に
移
さ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
目
標
に
向
か
っ

て
積
極
的
に
動
く
こ
と
、
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
行
動
を
起 

こ
す
こ
と
、

そ
し
て
自
己
成
長
を
促
進
す
る
た
め
に

挑
戦
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
強
調
し
て

い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
達
成
す
る

た
め
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
で
初
め

て
変
化
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
思
い
で
す
。
２
年
目
は
グ
ル
ー

プ
会
を
盛
り
上
げ
、
地
区
会
の
活
性
化

に
繋
げ
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

  
■
呉
中
央
地
区
会
長 

中
谷 

和
紀 

氏 
（
㈱
中
谷
建
設
工
業 

代
表
取
締
役
） 

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
脱
皮
し
て
以
て
大
蛇

と
な
る
」 

呉
中
央
地
区
会
長
の
中
谷
で
す
。
本

年
度
は
こ
れ
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

時
に
は
殻
を
破
り
、
何
度
で
も
脱
皮
し

て
大
蛇
と
な
る
覚
悟
で
挑
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
地
区
会
の
課
題
や
新
た
な
可
能

性
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
皆
様
と

共
に
歩
み
な
が
ら
、
よ
り
活
気
あ
る
、

魅
力
あ
る
地
区
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
一
年
間
、
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

■
広
東
地
区
会
長 

小
尻 

大
介 

氏 

（
㈱
テ
イ
ケ
ン 

代
表
取
締
役
） 

 

広
東
地
区
の
地
区
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
今
期
が
２
期
目
に
な
り

ま
す
。 

昨
年
度
は
反
省
ば
か
り
、
他
の
役
員

メ
ン
バ
ー
に
迷
惑
を
掛
け
て
ば
か
り
の 

１ 

年
で
し
た
。
想
い
を
形
に
出
来
ず
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
発
揮
せ
ず
、
皆
さ

ん
に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
状
態
で
、
気
が

付
け
ば 
１ 
年
経
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。 今

期
は
以
下
を
行
い
ま
す
。
も
っ
と

時
間
を
意
識
し
、
前
も
っ
て
動
き
出
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
役
員
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
を
も
っ
と
頼
る
、

お
願
い
す
る
、
そ
し
て
決
め
る
。
こ
れ

ら
を
行
い
ま
す
。 

今
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

■
広
西
地
区
会
長 

遠
矢 

典
秀 

氏 

（
瀬
戸
内
広
告
㈱ 

代
表
取
締
役
） 

 

広
西
地
区
会
の
２
０
２
５
年
度
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
切
磋
琢
磨
～
手
を
取
り
合

い
共
に
成
長
す
る
～
」
を
掲
げ
活
動
し

て
参
り
ま
す
。 

会
員
同
士
が
「
経
営
の
悩
み
や
課
題

を
共
有
し
、
互
い
に
協
力
・
成
長
で
き

る
仲
間
を
つ
く
る
」
そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
経
営
体
験
報
告
を

メ
イ
ン
と
し
た
会
員
の
期
待
す
る
例
会

を
開
催
す
る
と
共
に
、
声
か
け
等
で
参

加
者
を
増
や
す
こ
と
。 

ま
た
、
会
員
の
増
強
で
地
区
会
の
活

性
化
を
目
標
と
し
ま
す
。
今
年
一
年
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

特集記事（地区会長抱負） 



 

 

 

 (４) 

■
広
北
地
区
会
長 

加
藤 

泰
一 

氏 
（
㈱
Ｔ-

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス 

 

代
表
取
締
役
） 

 

「

が

む

し

ゃ

ら

に

前

進

あ

る

の

み
！
！
！
」 

広
北
地
区
会
は
、
経
営
者
が
本
音
で
語

り
合
い
、
共
通
課
題
に
連
帯
し
な
が
ら
成

長
で
き
る
魅
力
あ
る
組
織
を
目
指
し
ま

す
。
２
０
２
５
年
度
は
「
真
・
が
む
し
ゃ

ら
！
！
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
信
念
と

目
的
意
識
を
持
ち
、
本
質
を
捉
え
て
挑
戦

す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
ま
す
。
重
点
方
針

と
し
て
、
小
組
の
活
動
に
よ
る
交
流
と
学

び
の
活
性
化
、
会
員
拡
大
に
よ
る
成
長
機

会
の
増
加
、
そ
し
て
役
員
会
は
単
な
る
運

営
の
場
で
は
な
く
、
経
営
課
題
を
語
り
合

う
場
と
す
る
こ
と
で
、
刺
激
と
気
づ
き
を

共
有
し
合
う
文
化
を
築
い
て
い
き
ま
す
。 

今
年
の
広
北
は
違
い
ま
す
。
ご
注
目
下

さ
い
！ 

     

■
芸
南
地
区
会
長 

西
本 

直
人 

氏 

（
愛
鷹
海
運
㈱ 

代
表
取
締
役
） 

 

会
長
１
年
目
は
会
員
増
強
で
結
果
を

残
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

期
首
の
人
数
よ
り
減
っ
て
し
ま
い
、
大

変
申
し
訳
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
芸
南
地
区
発
足
30
年
を
迎

え
、
11
月
15
日
に
呉
森
沢
ホ
テ
ル
で
記
念

行
事
を
行
い
ま
す
。 

基
調
講
演
に
は
Ｋ
Ｇ
モ
ー
タ
ー
ズ
株

式
会
社
の
楠
氏
に
し
て
い
た
だ
く
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

呉
支
部
の
み
な
さ
ん
、
是
非
参
加
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
！ 

そ
こ
に
向
け
て
会
員
増
強
を
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
例
会
の
出
欠
回

答
や
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
率
な
ど
が
高
い

地
区
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

今
年
度
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

■
青
年
部
会
長 

櫻
井 

恵
梨
香 

氏 

（
ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ 

代
表
） 

 

『
咲
き
誇
れ
〜
い
ま
、
こ
の
瞬
間
を
全

力
で
〜
』 

今
期
は
「
響
・
紡
・
挑
」
を
胸
に
、
自

己
開
示
を
恐
れ
ず
信
頼
を
深
め
、
縁
を
紡

い
で
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
動
く
姿
勢
を
大
切
に
、
共
に
学

び
挑
戦
で
き
る
、
咲
き
誇
る
よ
う
な
部
会

づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

  
■
組
織
委
員
長 

中
野 

誠
吾 

氏 
（
安
芸
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士
） 

 

組
織
委
員
長
に
就
任
し
て
２
期
４
年

目
に
入
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
一
時
４
５

０
名
を
超
え
る
会
勢
に
ま
で
到
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
大
幅
に
減
少
し
、
現
在
４

２
７
名
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
挽
回
す
べ
く
４
６
０
名
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
か
か
る
目
標

達
成
の
た
め
に
は
支
部
一
丸
と
な
っ
て

増
員
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
組

織
委
員
会
と
し
て
も
、
増
員
の
意
義
・
必

要
性
を
改
め
て
周
知
し
た
上
、
各
地
区

会
・
委
員
会
と
の
連
携
強
化
、
戦
略
的
な

増
員
計
画
の
策
定
・
実
施
、
増
強
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
々
、
目
標
達
成
に
向
け
尽
力

す
る
所
存
で
す
。 

 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

■
企
画
委
員
長 

酒
井 

康
之 

氏 

（
㈱
サ
カ
イ 

代
表
取
締
役
） 

特集記事（地区会長・部会長・委員長抱負） 



 

 

 

 (５) 

２
０
２
５
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｈ
ｕ
ｍ

ａ
ｎ 

Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
！
〜
新
時
代
へ
挑
戦

〜
」
の
も
と
、
私
た
ち
企
画
委
員
会
は
、

「
人
を
生
か
す
経
営
の
総
合
実
践
で
、
企

業
づ
く
り
・
未
来
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
の
支
部
例
会
の
企
画
・
実
施
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。 

抱
負
と
し
て
、
本
年
度
の
重
点
方
針
に

沿
っ
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

「
学
び
」
や
「
気
づ
き
」
が
得
ら
れ
る
、

実
践
的
か
つ
魅
力
的
な
例
会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
経
営
課
題
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
や

刺
激
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ア
ル
な
体
験

談
や
交
流
の
場
を
通
じ
て
、
相
互
に
高
め

合
え
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
を

深
め
る
こ
と
も
重
視
し
、
温
か
み
の
あ
る

支
部
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
例
会
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

企
画
委
員
会
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
、

新
時
代
の
扉
を
と
も
に
開
く
一
年
と
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

■
広
報
委
員
長 

白
井 

健
人 

氏 

（
東
部
飲
料
㈱ 

代
表
取
締
役
） 

 

広
報
委
員
長
を
務
め
ま
す
、
東
部
飲
料 

白
井
で
す
。 

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
例
会
記
事
の
作

成
の
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 昨

年
度
は
、
呉
通
信
誌
面
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
加
え
、
２
月
末
か
ら
支
部
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
出
来
て
い
な
い
事
が
多
々
ご
ざ
い

ま
す
が
、
「
読
ん
で
面
白
い
広
報
誌
づ
く

り
」
と
、「
支
部
活
動
の
多
方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
」

「
自
社
に
役
立
つ
広
報
を
学
ぶ
場
づ
く

り
」
の
３
本
柱
で
、
今
年
度
も
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

広
報
委
員
会
は
第
２
火
曜
日
19
時
か

ら
事
務
局
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、
ご
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

  

■
経
営
労
働
委
員
長 

土
井 
康
弘 

氏 

（
松
栄
産
業
㈱ 

代
表
取
締
役
） 

『
せ
っ
か
く
同
友
会
に
入
っ
た
な
ら
、

一
緒
に
〇
〇
し
よ
う
！
』 

経
営
労
働
委
員
会
で
は
「
経
営
者
の
成

長
」
と
し
て
、
重
点
方
針
の
「
経
営
指
針

の
成
文
化
と
実
践
」
に
取
り
組
も
う
！
に

沿
っ
た
活
動
を
メ
イ
ン
で
行
い
ま
す
が
、

大
切
な
の
は
呉
支
部
会
員
さ
ん
の
会
社

が
少
し
で
も
良
く
な
る
事
で
す
。 

同
友
会
が
社
長
の
学
校
と
謳
っ
て
い

る
な
ら
、
経
営
労
働
委
員
会
は
個
別
教
室

の
塾
的
な
役
割
と
し
て
、
多
数
の
会
員
さ

ん
の
前
で
は
相
談
し
に
く
い
悩
み
事
や
、

課
題
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
事
が
出

来
る
委
員
会
活
動
を
目
指
し
ま
す
。 

 

 

■
政
策
委
員
長 

光
田 

将
章 

氏 

（
㈱
ラ
イ
フ
ハ
ッ
ク 

代
表
取
締
役
） 

中
小
企
業
家
同
友
会
呉
支
部
・
政
策
委
員

長
の
光
田
で
す
。
任
期
は
今
年
度
で 

８

年
目
と
な
り
、
益
々
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
昨
今
、
人
口
減
少
や
物
価
高
騰
、

人
手
不
足
な
ど
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
中
小
企
業
の
存
在
意

義
と
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

政
策
委
員
会
で
は
、
行
政
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
や
企
業
の
声
を

政
策
に
反
映
さ
せ
る
活
動
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
で
は
会
員
の
６
割
を
超
え
る
方
々
に

ご
協
力
頂
き
、
中
小
企
業
の
リ
ア
ル
な
現

状
を
知
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
の
活
動
の
原
動

力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
地
域
と
企
業
が
共
に
発
展
す
る

た
め
の
政
策
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
一
年
間
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

        

 

  

特集記事（委員長抱負） 



 

 

 

 (６) 

       

 

                 

 

                

 

 

                

  

                 

 

                 

 

                 

地区会・部会例会の報告 

芸南地区会総会 4月 17日（木） 

【写真特集】各地区会・部会 総会の様子 

 

広北地区会総会 4月 21日（月） 

呉南地区会総会 4月 18日（金） 呉中央地区会総会 4月 21日（月） 

広東地区会総会 4月 9日（水） 

青年部会総会 4月 26日（土） 



 

 

 

 (７) 

 
（《
合
同
入
社
式
・
新
入
社
員
研
修
》 

共
に
育
つ
、
新
入
社

員
研
修
を
開
催 

 

■
開
催
日 

４
月
１
日
（
火
）
～ 

４
月
３
日
（
木
） 

■
会 

場 

呉
阪
急
ホ
テ
ル 

＆
ビ
ュ
ー
ポ
ー
ト
く
れ 

■
出
席
者 

新
入
社
員
15
社
26
名 

 

４
月
、
企
業
が
新
入
社
員
を
迎
え
る
季

節
で
す
。
同
友
会
で
は
毎
年
こ
の
時
期
、

広
島
、
福
山
、
呉
の
３
会
場
で
新
入
社
員

研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

期
間
中
は
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
こ

と
、
人
間
と
し
て
必
要
な
こ
と
を
学
び
、

参
加
者
同
士
の
仲
間
づ
く
り
も
で
き
ま

し
た
。 

 

「
グ
ル
ー
プ
討
論
」
と
「
委
員
会
活
動
」 

 

４
月
１
日
、
呉
阪
急
ホ
テ
ル
に
て
、
ま

ず
合
同
入
社
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
新
入
社
員
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同

友
会
の
新
入
社
員
研
修
は
、
社
員
を
派
遣

す
る
企
業
の
経
営
者
が
中
心
に
な
っ
て

企
画
運
営
を
行
な
う
手
作
り
の
研
修
で

す
。 今

年
も
、
東
広
島
支
部
と
合
同
で
実
行

委
員
会
を
つ
く
り
、
運
営
し
ま
し
た
。 

呉
で
の
新
入
社
員
研
修
は
、
参
加
者
を

主
人
公
と
と
ら
え
て
「
グ
ル
ー
プ
討
論
」

と
「
委
員
会
活
動
」
を
と
り
い
れ
、
参
加

者
が
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
促

す
企
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、 

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク 

・
Ｑ
Ｃ
ゲ
ー
ム
漂
流
脱
出 

・
エ
ゴ
グ
ラ
ム 

・
講
義
「
幸
せ
に
生
き
る
」 

・
講
義
「
マ
ナ
ー
と
は
」 

・
マ
ナ
ー
実
習 

・
先
輩
社
員
の
体
験
談 

・
人
を
ほ
め
る 

・
講
義
「
働
く
意
味
」 

・
講
義
人
と
し
て
社
会
人
と
し
て 

・
将
来
設
計
を
考
え
る 

と
続
き
ま
す
。 

 

全
体
の
流
れ
は
、
ま
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
も
ら
い
、
初
対
面
の
社
員
同
士
も
打
ち

解
け
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

し
て
、
自
分
自
身
を
知
り
、
人
間
関
係
の

大
切
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
続
き
ま
す
。
講
義
で
は
社
会
人

の
大
先
輩
か
ら
「
一
人
の
人
間
と
し
て
の

生
き
方
」
を
学
び
ま
し
た
。「
マ
ナ
ー
実
習
」

で
社
会
人
と
し
て
最
低
限
必
要
な
マ
ナ

ー
等
を
学
び
、
最
終
日
に
は
「
将
来
設
計

を
考
え
る
」
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
自

分
の
人
生
の
目
標
を
考
え
て
も
ら
う
と

い
う
流
れ
で
す
。 

研
修
の
感
想
文
に
は
３
日
間
で
の
学

び
、
自
身
の
成
長
や
考
え
方
の
変
化
が
び

っ
し
り
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ッ
フ
も
社
員
と
共
に
学
ぶ 

 

講
義
の
あ
と
に
は
、
聴
き
っ
ぱ
な
し
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
グ
ル
ー

プ
討
論
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
委
員
会
活

動
」
に
よ
っ
て
、
朝
の
つ
ど
い
、
講
義
等

の
設
営
、
あ
い
さ
つ
、
号
令
等
は
社
員
さ

ん
の
自
主
運
営
で
す
。
毎
年
変
化
が
あ
り
、

ど
う
動
く
か
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

ち
な
み
に
、
こ
の
研
修
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
っ
た
の
は
、
派
遣
元
会
員
に
加

え
、
求
人
社
員
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
、
青

年
部
会
の
皆
さ
ん
、
東
広
島
支
部
の
皆
さ

ん
も
運
営
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修

に
部
分
的
に
で
も
関
わ
っ
た
経
営
者
・
ス

タ
ッ
フ
は
総
勢
42
名
に
も
な
り
ま
し
た
。 

社
員
さ
ん
の
動
き
に
対
し
て
で
き
る

だ
け
手
出
し
口
出
し
し
な
い
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
相
当
な
忍
耐

力
が
必
要
で
す
。
３
日
間
で
す
が
、
社
員

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

表
情
や
話
し
方
、
接
し
方
ま
で
変
化
し
て

い
き
ま
す
。 

社
員
教
育
は
、
共
に
学
び
合
い
、
や
り

続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。 

（
記 

事
務
局 

木
下
） 

   

委員会行事の報告 

熱いメッセージを送る中里支部長 

グループ討論中の一コマ 



(８) 

 

会員名簿アプリの紹介 


